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配
置
さ
れ
、
隊
員
約
５
７
０
人
が

駐
屯
し
て
い
る
。
台
湾
有
事
、
朝

鮮
半
島
有
事
な
ど
の
軍
事
的
脅
威

に
対
す
る
防
衛
体
制
強
化
が
目
的

で
あ
る
と
い
う
▼
し
か
し
、
自
衛

隊
が
有
事
に
守
る
の
は
国
で
あ
っ

て
も
国
民
で
は
な
い
。
沖
縄
県
民

が
被
害
を
受
け
て
も
、
自
衛
隊
が

守
る
の
は
住
民
で
は
な
い
の
だ
▼

さ
て
、
中
国
は
日
本
か
ら
攻
撃
を

受
け
れ
ば
、
即
座
に
日
本
の
原
発

を
正
確
に
攻
撃
で
き
る
用
意
が
あ

る
と
も
聞
く
。
核
攻
撃
に
匹
敵
す

る
被
害
を
も
た
ら
し
、
イ
ン
フ
ラ

破
壊
と
し
て
も
効
果
的
な
の
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
自
明
だ
。
日
本

の
軍
事
力
は
中
国
相
手
で
は
ア
メ

リ
カ
の
不
沈
空
母
と
特
攻
隊
に
過

ぎ
な
い
。
先
の
大
戦
か
ら
の
進
歩

は
感
じ
ら
れ
な
い
▼
自
衛
隊
員
を

夫
に
も
つ
従
業
員
に
こ
ん
な
話
を

し
た
と
こ
ろ
、
最
近
そ
の
娘
さ
ん

が
半
分
冗
談
め
か
し
て
「
お
父
さ

ん
が
元
気
で
帰
っ
て
く
る
と
は
限

ら
な
い
か
ら
、
も
っ
と
優
し
く
し

て
ね
」
と
の
こ
と
。
少
し
ず
つ
き

な
臭
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
を

肌
で
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
▼
阪
神
地
区
の
人
間
は
大
震
災

の
折
、
自
衛
隊
員
の
方
々
に
お
世

話
に
な
っ
た
。
仮
設
で
の
補
給
、

仮
設
浴
場
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
や
廃

棄
物
の
輸
送
。
数
え
上
げ
れ
ば
枚

挙
に
暇
が
な
い
▼
政
府
は
安
保
３

文
書
で
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の

保
有
を
認
め
、
５
年
間
で
43
兆
円

と
軍
事
費
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と

を
決
め
た
。
こ
れ
は
周
辺
国
に
と

っ
て
は
挑
発
行
為
で
あ
り
、
石
垣

は
「
最
前
線
」
と
な
り
か
ね
な

い
。
島
民
や
自
衛
隊
員
を
守
る
た

め
、
駐
屯
地
を
廃
止
す
る
運
動
を

起
こ
し
た
い
。
さ
す
が
に
呑
ん
で

い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
。 

（
酔
）

　

今
年
３
月
に
陸
上

自
衛
隊
石
垣
駐
屯
地

が
開
庁
し
た
。
地
対

艦
ミ
サ
イ
ル
、
地
対

空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
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リーガルコラム
「リース契約　解約できるのか？」 ３面

研
面
究 ６面保険診療のてびき「新型コロナ
感染症　場末の救急病院奮闘記」

税経部より
「電子帳簿保存法改正　慌てず対応を」 ４面

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
ト
ラ
ブ
ル
受
け
厚
労
省
交
渉

最
低
で
も
「
資
格
確
認
書
」
の
一
律
交
付
は
必
須

最
低
で
も
「
資
格
確
認
書
」
の
一
律
交
付
は
必
須

保
険
証
廃
止
の
中
止
を

春の共済制度募集春の共済制度募集
  締切迫る！締切迫る！
積立年金DefL（デフエル）の積立年金DefL（デフエル）の
新規加入は春だけ！新規加入は春だけ！

６月末６月末
締切です！締切です！

５面に案内５面に案内

　

６
月
８
日
、
協
会
は
会
員
医
療
機
関
を
対
象
に
行
っ
た
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
保
険
資
格
確
認
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
（
前
号
掲
載
）
を
受
け
て
、
保
険
証
廃
止
の

中
止
な
ど
を
求
め
、
厚
労
省
交
渉
を
実
施
し
た
。
協
会
か
ら
は
森
岡

芳
雄
副
理
事
長
が
、
厚
労
省
か
ら
は
政
策
統
括
官
付
情
報
化
担
当
参

事
官
室
、
保
険
局
医
療
介
護
連
携
政
策
課
保
険
デ
ー
タ
企
画
室
、
保

険
局
国
民
健
康
保
険
課
企
画
法
令
係
の
担
当
官
が
参
加
し
た
。

サ
ー
バ
ー
混
雑

「
調
査
行
う
」

　

協
会
は
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等

機
械
の
不
具
合
へ
の
対
策
に
つ
い

て
、
メ
ー
カ
ー
や
通
信
業
者
に
指

導
を
行
っ
て
い
る
の
か
と
問
う
た

と
こ
ろ
、
厚
労
省
は
、「
基
本
的

に
個
別
の
エ
ラ
ー
や
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
関
と
ベ
ン
ダ

ー
、
通
信
事
業
者
の
間
で
、
解
決

し
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
」
と
し

た
も
の
の
、「
今
後
、
稼
働
率
が

上
昇
し
て
い
く
機
会
を
見
て
調
査

を
開
始
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　

そ
の
上
で
、
協
会
が
「
サ
ー
バ

ー
が
混
雑
し
て
い
る
と
表
示
さ

れ
、
保
険
者
情
報
が
取
得
で
き
な

い
と
い
う
医
療
機
関
か
ら
の
訴
え

が
あ
る
」
と
改
善
を
求
め
た
点
に

つ
い
て
は
、
厚
労
省
か
ら
「
調
査

を
行
っ
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
改
善

し
た
い
」
と
調
査
を
行
う
と
の
回

答
を
得
た
。

誤
紐
づ
け　

厚
労
省

「
チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化
」

　

資
格
が
有
効
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
保
険
者
情
報
が
「
該
当
な

し
」「
無
効
」
と
表
示
さ
れ
る
事

例
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は
「
事
業

所
や
保
険
者
に
よ
っ
て
、
紐
づ
け

が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」

「
迅
速
化
を
指
導
し
て
い
る
」
と

し
た
。

　

保
険
者
の
判
断
で
職
権
に
よ
り

全
被
保
険
者
に
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
す
る
べ
き
だ
と
の
協
会
の

要
求
に
つ
い
て
は
、「
具
体
的
な

基
準
や
運
用
に
つ
い
て
は
今
後
、

保
険
者
等
関
係
者
な
ど
と
検
討
し

て
い
く
」
と
回
答
。
森
岡
副
理
事

長
は
「
法
案
を
審
議
し
て
い
た
参

院
の
特
別
委
員
会
で
は
、
与
党
議

員
か
ら
も
一
律
交
付
を
行
う
べ
き

と
の
声
も
出
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
柔

軟
な
運
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」

と
強
く
訴
え
た
。

　

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
不
具
合
な

ど
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で
き

な
い
場
合
に
10
割
負
担
を
求
め
る

こ
と
が
原
則
だ
と
し
て
き
た
が
、

３
割
負
担
等
医
療
機
関
の
窓
口
で

柔
軟
な
対
応
を
し
て
も
よ
い
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
書
き
換
わ
っ
た
件
に

つ
い
て
、
森
岡
副
理
事
長
は
、

「
柔
軟
な
運
用
と
い
う
意
味
で
は

私
た
ち
の
要
求
が
実
っ
た
も
の
だ

が
、
万
が
一
、
実
際
に
資
格
が
な

か
っ
た
場
合
の
責
任
を
医
療
機
関

に
押
し
付
け
て
い
る
面
も
あ
る
。

保
険
証
廃
止
は
時
期
尚
早
だ
」
と

制
度
の
見
直
し
を
訴
え
た
。

　

保
険
証
廃
止
を
盛
り
込
ん
だ
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
法
等
の
改
悪

法
案
は
成
立
し
た
が
、
来
年
秋
の

保
険
証
廃
止
に
つ
い
て
、
協
会
は

引
き
続
き
中
止
を
求
め
る
と
と
も

に
、
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
た
と
し

て
も
、
事
実
上
の
「
保
険
証
」
と

な
る
資
格
確
認
書
の
一
律
交
付
を

求
め
運
動
を
進
め
て
い
く
。

政策解説

政
府
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」
を
発
表

次
期
改
定
の
ゆ
く
え
は
今
後
の
運
動
次
第

　

６
月
16
日
、
政
府
は
経
済
・
財
政
政
策
の
基
本
方
針
を
示
す
い
わ

ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
医
療
政
策
に

関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
医
療
費
抑
制
政
策
の
転
換
の
必
要
性

が
明
ら
か
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
増

に
背
を
向
け
、
医
療
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
や
地
域
医
療
構
想
の
推
進
な
ど
で
、
さ
ら
な
る
抑
制
政
策
を
す

す
め
よ
う
と
す
る
内
容
で
あ
り
、
２
回
に
わ
け
て
そ
の
問
題
点
を
解

説
す
る
。

医
療
費
抑
制
政
策

継
続
の
姿
勢
示
す

　

今
回
の
「
骨
太
の
方
針
２
０
２

３
」（
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
）
の
医
療
分
野
に
関
連

す
る
記
述
は
大
き
く
、
総
論
、
医

療
提
供
体
制
の
改
革
、
医
療
Ｄ
Ｘ

の
推
進
、
歯
科
分
野
、
創
薬
力
の

強
化
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改

定
の
六
つ
に
分
か
れ
る
。

　

初
回
で
は
、
総
論
お
よ
び
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て

詳
し
く
解
説
す
る
。

　

ま
ず
、
総
論
分
野
で
は
、「
現

役
世
代
の
消
費
活
性
化
に
よ
る
成

長
と
分
配
の
好
循
環
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、
医
療
・
介
護
等

の
不
断
の
改
革
に
よ
り
、
…
保
険

料
負
担
の
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ

は
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
を

抑
制
す
る
た
め
に
、
医
療
費
等
の

抑
制
を
引
き
続
き
進
め
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
保
険
料
の
上
昇
を
抑

え
現
役
世
代
の
可
処
分
所
得
を
増

や
す
こ
と
は
必
要
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
海
外
の
よ

う
に
保
険
料
の
う
ち
、
使
用
者
負

担
分
の
み
を
引
き
上
げ
て
、
労
働

者
分
は
引
き
下
げ
れ
ば
よ
い
は
ず

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
現
役
世
代
の
消
費
活

性
化
の
た
め
に
は
、
現
時
点
で
の

可
処
分
所
得
を
増
や
す
こ
と
の
み

な
ら
ず
、
老
後
の
不
安
を
解
消
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

医
療
や
介
護
の
給
付
を
抑
制
す
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
十
分
な
給

付
拡
大
を
将
来
に
わ
た
っ
て
約
束

す
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
あ
ろ
う
。

診
療
報
酬
改
定
率

抑
制
ほ
の
め
か
す

　

「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改

定
」
に
関
し
て
は
、「
次
期
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
報
酬
の
同
時
改
定
に
お

い
て
は
、
物
価
高
騰
・
賃
金
上

昇
、
経
営
の
状
況
、
支
え
手
が
減

少
す
る
中
で
の
人
材
確
保
の
必
要

性
、
患
者
・
利
用
者
負
担
・
保
険

料
負
担
の
抑
制
の
必
要
性
を
踏
ま

え
」「
必
要
な
対
応
を
行
う
」
と

さ
れ
た
。

　

「
患
者
・
利
用
者
負
担
・
保
険

料
負
担
の
抑
制
の
必
要
性
」
を
理

由
に
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
抑

制
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
５
月
末
に
出
さ
れ
た

財
務
省
・
財
政
制
度
等
審
議
会
の

「
歴
史
的
転
機
に
お
け
る
財
政
」

で
、「
巨
額
の
コ
ロ
ナ
補
助
金
も

あ
り
、
積
み
上
が
っ
た
資
産
の
状

況
も
含
め
て
、
医
療
機
関
・
介
護

施
設
の
財
務
状
況
を
見
な
が
ら
、

引
き
上
げ
の
必
要
性
に
つ
い
て
慎

重
に
議
論
を
行
う
べ
き
だ
」
な
ど

と
引
き
上
げ
に
極
め
て
否
定
的
な

記
述
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
比
較
す

る
と
、「
物
価
高
騰
・
賃
金
上

昇
」「
人
材
確
保
の
必
要
性
」
等

引
き
上
げ
を
示
唆
す
る
文
言
が
含

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
な

ど
、
記
述
に
変
化
が
見
ら
れ
、
来

春
の
同
時
改
定
に
向
け
て
、
医
療

界
と
し
て
、
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
を
求
め
て

運
動
を
強
め
る
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

介
護
保
険
改
悪
に

反
対
し
よ
う

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、「
介

護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た

め
、
利
用
者
負
担
の
一
定
以
上
所

得
の
範
囲
の
取
扱
い
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
年
末
ま
で
に
結

論
を
得
る
」
と
さ
れ
た
。

　

現
在
、
介
護
保
険
の
利
用
者
負

担
は
原
則
１
割
で
、
一
定
以
上
の

所
得
（
単
身
者
で
年
金
を
含
む
年

収
２
８
０
万
円
以
上
な
ど
）
の
あ

る
人
は
２
割
、「
現
役
並
み
」（
同

３
４
０
万
円
以
上
な
ど
）
の
所
得

が
あ
る
人
は
３
割
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
利
用
料
負
担
の
所
得
要

件
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
多
く
の
人
を
２
割
、
３

割
負
担
に
す
る
と
い
う
方
針
の
表

明
で
あ
る
。

　

こ
の
方
針
は
昨
年
末
か
ら
検
討

さ
れ
て
き
た
が
、
保
険
医
協
会
や

介
護
関
係
者
の
運
動
に
よ
り
、
今

国
会
で
の
法
案
提
出
は
見
送
ら
れ

た
経
緯
が
あ
る
。

　

「
年
末
ま
で
に
結
論
を
得
る
」

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
介
護
報
酬

改
定
に
合
わ
せ
て
、
来
年
頭
の
通

常
国
会
で
法
案
提
出
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
介

護
事
業
者
ら
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
国
民
負
担
増
に
反
対
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

財務省が５月に示した資料。新型コロナ特例や補助金等により
診療報酬引き上げは慎重にすべきとされている　　　　　　　

41.341.3 42.242.2 42.642.6 43.643.6
42.242.2

44.244.2 45.545.5 47.047.0

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

40.0

42.0

44.0

46.0

48.0

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

医
療
費（
兆
円
）

2.3％増
0.8％増

2.4％増

医療費の動向

コロナ特例の
診療報酬
０.4

（４～12月の
前年同期比
の平均を用いて
機械的に推計）

▲3.1％減
4.6％増

2.9％増？
3.4％増？

コロナ特例の
診療報酬

（予算ベースから
機械的に推計）

病床確保料 5.0 兆円
ワクチン接種支援 0.3 兆円など

（年度）

○ 新型コロナ初年度である2020年度は患者数の減少等によ
り医療費（＝医療機関の収入）は一時的に落ち込んだが、
それ以降は、コロナ前を上回るペースで医療費は増大。
○ これに加えて、この３年間、巨額の国費（補助金等）が医
療機関に交付されており、病床確保料、ワクチン接種支援
だけでも過去３年間で５兆円に上ると見込まれる。

財務省が５月に示した資料



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０４１号 （２）２０２３年(令和５年)６月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

◇
出
席　

19
人

◇
報
告
・
確
認
事
項　

機
関
会
議

等
の
主
な
予
定
と
内
容　

ⅰ
）
６

月
後
半
の
理
事
会
は
保
団
連
代
議

員
会
の
た
め
、
７
月
の
正
副
理
事

長
会
は
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の

た
め
休
会
。
ⅱ
）
第
１
０
１
回
評

議
員
会
に
つ
い
て
、
89
人
の
出
席

で
23
年
度
活
動
方
針
、
予
算
案
、

役
員
改
選
名
簿
が
承
認
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
ⅲ
）
第
55
回

総
会
準
備
：
総
会
決
議
（
案
）、

長
寿
会
員
表
彰
者
、
小
牧
英
夫
弁

護
士
が
協
会
顧
問
を
退
任
し
野
田

倫
子
弁
護
士
に
交
代
す
る
こ
と
、

来
賓
あ
い
さ
つ
、
川
西
敏
雄
元
副

理
事
長
に
参
与
を
委
嘱
す
る
こ
と

が
了
承
さ
れ
た
。

◇
情
勢　

参
議
院
参
考
人
質
疑

に
、
竹
田
智
雄
保
団
連
副
会
長
が

出
席
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

義
務
化
や
、
現
行
の
保
険
証
廃
止

に
よ
っ
て
「
医
療
崩
壊
が
加
速
す

る
」
と
主
張
。
法
案
を
撤
回
す
る

よ
う
求
め
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
保
団
連
・

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

ト
ラ
ブ
ル
事
例
調
査
の
依
頼
に
つ

い
て
、
兵
庫
協
会
独
自
書
式
を
作

成
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
各
会
員
に
送
信
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
②
「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
撤
回

・
健
康
保
険
証
廃
止
中
止
を
求
め

る
運
動
」
の
進
捗　

ⅰ
）
東
京
保

険
医
協
会
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
義
務
不
存
在
確
認
等
請
求
訴

訟
」
に
つ
い
て
、
兵
庫
協
会
か
ら

原
告
申
込
75
人
、
訴
訟
委
任
状
37

人
が
あ
っ
た
こ
と
、
ⅱ
）「
保
険

証
を
廃
止
し
な
い
こ
と
」
署
名
到

達
３
０
４
９
筆
、
③
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
「
義
務
化
」
撤
回
署
名
１
４

９
筆
、
等
が
確
認
さ
れ
た
。

 

（
５
月
27
日　

理
事
会
よ
り
）

　

尼
崎
支
部
は
５
月
20
日
、
第
１
０
３
回
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会

「
多
職
種
で
の
ぞ
む
在
宅
緩
和
ケ
ア
」
を
開
催
。
尼
崎
市
・
お
お
ま

え
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
大
前
隆
仁
先
生
と
在
宅
看
護
専

門
看
護
師
の
塩
川
ゆ
り
氏
が
講
演
し
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
看
護
師

・
施
設
職
員
な
ど
35
人
が
参
加
し
た
。
伊
藤
皮
フ
科
の
伊
藤
往
子
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

自
院
の
お
向
か
い
で
、
こ
の
た

び
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
継
承
さ
れ
た
大

前
先
生
が
講
演
を
な
さ
る
と
伺

い
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
前
院
長
の
大
石
先
生
が
、
長

年
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
の
在
宅

主
治
医
を
な
さ
っ
て
奔
走
さ
れ
て

い
る
お
姿
を
拝
見
し
て
ま
い
り
ま

し
て
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
お
り

ま
し
た
。
こ
の
い
い
機
会
に
両
先

生
の
お
仕
事
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
し
た
。

　

ご
講
演
で
は
、
大
前
先
生
と
看

護
師
の
塩
川
様
か
ら
在
宅
緩
和
ケ

ア
の
概
要
を
お
教
え
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
時
間
以

上
に
わ
た
っ
て
て
い
ね
い

に
ご
講
義
い
た
だ
き
、
講

師
の
先
生
方
の
熱
意
と
お

志
の
高
さ
に
感
じ
入
り
ま

し
た
。

　

緩
和
ケ
ア
は
、
医
療
技

術
や
知
識
の
研
鑽
の
み
な
ら
ず
、

全
人
的
な
能
力
を
必
要
と
す
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
患
者
、
家

族
の
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
、
患

者
の
刻
々
と
変
わ
る
病
状
と
そ
の

心
情
に
、
チ
ー
ム
を
統
一
さ
せ
て

終
始
寄
り
添
っ
て
い
く
に
は
、
皆

さ
ま
の
多
く
の
努
力
を
要
す
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
患
者
本
人
と
そ
の
周
り

の
家
族
、
治
療
者
、
介
護
者
み
な

が
「
死
」
に
対
し
恐
れ
ず
向
き
合

っ
て
い
く
こ
と
が
、
か
え
っ
て
本

人
の
残
さ
れ
た
貴
重
な
命
を
輝
か

せ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
の
よ
う
な
呑
気
な
皮
膚
科
の

開
業
医
の
仕
事
は
緩
和
ケ
ア
と
は

全
く
対
極
に
あ
り
ま
す
が
、
日
々

の
患
者
さ
ん
と
の
向
き
合
い
方
に

つ
い
て
色
々
気
づ
か
せ
て
い
た
だ

き
、
学
び
の
多
い
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
先
生
方

と
保
険
医
協
会
の
方
々
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

【
尼
崎
市　

伊
藤　

往
子
】

感 想 文
尼
崎
支
部　

医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会

尼
崎
支
部　

医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会

〝
死
〞を
恐
れ
ず
に
向
き
合
い

命
を
輝
か
せ
る

被
災
者
の
生
活
再
建
へ

粘
り
強
く
運
動
進
め
よ
う

　

災
害
被
災
者
支
援
と
災
害
対
策
改
善
を
求
め
る
全
国
連
絡
会
（
全

国
災
対
連
）
は
５
月
26
日
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
会
議
室
で
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
抜
本
的
拡
充
を
求
め
る
請
願
署
名
の
提

出
集
会
を
開
催
、
署
名
約
６
万
５
４
０
０
筆
を
国
会
に
届
け
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
住

江
憲
勇
代
表
世
話
人
（
保
団
連
会

長
）
は
、
岸
田
内
閣
に
よ
る
安
保

３
文
書
の
閣
議
決
定
や
大
軍
拡
予

算
強
行
姿
勢
を
、
憲
法
蹂
躙
の
政

治
と
批
判
。「
復
興
特
別
所
得
税

ま
で
召
し
上
げ
て
軍
事
費
に
注
ぎ

込
む
政
治
」
を
、「
単
な
る
新
自

由
主
義
政
治
で
は
な
く
、
大
日
本

帝
国
憲
法
体
制
へ
の
回
帰
だ
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
ま
た
、
基
本

的
人
権
を
否
定
す
る
姿
勢
を
許
さ

ず
、
13
年
間
放
置
さ
れ
て
い
る
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
拡
充

は
、
岸
田
政
治
と
真
っ
向
か
ら
闘

う
運
動
で
あ
り
、
強
力
に
粘
り
強

く
進
め
よ
う
と
訴
え
た
。

　

福
島
、
宮
城
、
岩
手
、
兵
庫
各

県
か
ら
の
代
表
は
各
被
災
地
の
復

興
へ
の
取
り
組
み
の
現
状
と
課

題
、
生
活
再
建
支
援
法
拡
充
の
必

要
性
を
訴
え
た
。
宮
城
県
で
は
、

災
害
医
療
の
強
化
な
ど
を
う
た
い

な
が
ら
、
四
つ
の
病
院
を
二
つ
に

統
廃
合
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
反
対
の
声
が
広
が
っ
て
い

る
と
い
う
。
東
日
本
大
震
災
復
旧

・
復
興
支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ

ー
代
表
の
高
橋
正
行
さ
ん
は
「
駅

前
で
署
名
を
呼
び
掛
け
る
と
、
行

列
が
で
き
る
。
様
々
な
署
名
活
動

を
経
験
し
て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ

と
は
初
め
て
」
と
話
し
た
。

　

ふ
く
し
ま
復
興
共
同
セ
ン
タ
ー

の
村
上
裕
美
事
務
局
次
長
は
、
原

発
推
進
等
５
法
案
に
つ
い
て
「
８

万
人
が
故
郷
に
帰
れ
な
い
な
か
で

の
原
発
回
帰
は
許
せ
な
い
」
と
強

調
。
汚
染
水
の
海
洋
放
出
も
「
結

論
あ
り
き
」
と
批
判
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復

興
兵
庫
県
民
会
議
の
高
山
忠
徳
事

務
局
長
は
「
私
た
ち
の
運
動
で
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
を
実
現

さ
せ
て
き
た
。
支
援
額
の
引
き
上

げ
・
制
度
拡
充
を
必
ず
実
現
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

全
国
災
対
連
が
国
会
行
動

全
国
災
対
連
が
国
会
行
動

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

富
永　

宗
一
先
生

尼
崎
市　

外
科

４
月
６
日 

享
年
80
歳

藤
原　

真
行
先
生

明
石
市　

内
科

５
月
22
日 

享
年
80
歳

大前先生が在宅での緩和
ケアについて話した　　

住江保団連会長が主催者挨拶を行った

請
願
署
名
を
集
め
た
こ
と
を

報
告
す
る
高
山
氏　
　
　
　

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入

ISR e-Sports
シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索

　

岸
田
首
相
は
出

身
地
で
あ
る
広
島

で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
、
あ
た

か
も
核
兵
器
廃
絶

の
先
頭
に
立
っ
た
か
の
よ
う
に

振
舞
お
う
と
し
た
。
し
か
し
Ｇ

７
首
脳
に
よ
る
核
軍
縮
に
関
す

る
声
明
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
、
被
爆
者
を
含
む
多
く
の
人

々
に
失
望
を
与
え
た
。
同
声
明

は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
一
言
も

触
れ
て
お
ら
ず
、
ロ
シ
ア
・
中

国
・
北
朝
鮮
を
非
難
す
る
一
方

で
、
米
・
英
・
仏
の
核
軍
縮
に

向
け
た
具
体
案
は
示
さ
れ
な
か

っ
た
。
核
兵
器
禁
止
条
約
成
立

に
大
き
く
貢
献
し
た
サ
ー
ロ
ー

節
子
さ
ん
は
「
こ
れ
だ
け
し
か

突
に
も
〝
核
戦
争
に
勝
者
は
お

ら
ず
、
決
し
て
戦
っ
て
は
な
ら

な
い
〞
旨
の
声
明
を
発
出
し

た
。
核
軍
縮
に
向
け
て
の
措
置

に
つ
い
て
の
誠
実
な
交
渉
を
約

束
す
る
６
条
を
含
む
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の

な
い
世
界
を
「
理
想
」
に
ま
で

遠
ざ
け
、
当
面
は
核
の
抑
止
力

に
頼
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
形

と
な
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
原
爆
投
下
と

い
う
悲
惨
な
事
態
が
起
き
た
の

書
け
な
い
の
か
、
死
者
に
対
す

る
侮
辱
だ
」
と
声
を
震
わ
せ

た
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
す
る
直
前
の
２
０
２
２
年
１

月
３
日
、
核
保
有
５
大
国
が
唐

義
務
を
果
た
す
と
し
た
声
明
は

な
ん
だ
っ
た
の
か
、
核
保
有
国

は
大
嘘
つ
き
で
あ
る
こ
と
を
表

明
し
た
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。

そ
れ
に
追
随
す
る
サ
ミ
ッ
ト
主

催
国
の
日
本
政
府
は
核
兵
器
の

か
。
日
本
が
米
国
に
戦
争
を
し

か
け
、
ア
ジ
ア
を
侵
略
し
た
歴

史
の
認
識
と
反
省
が
日
本
政
府

に
全
く
欠
落
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

被
爆
し
た
朝
鮮
半
島
出
身
者

誓
い
、
憲
法
９
条
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
間
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
認
め
る
安
保
関
連
法

が
成
立
し
、
反
撃
能
力
（
敵
基

地
攻
撃
能
力
）
の
保
有
も
認
め

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
不
戦
の

誓
い
は
忘
れ
ら
れ
た
か
の
よ
う

だ
。
近
年
で
は
南
京
大
虐
殺
を

南
京
事
件
と
言
い
換
え
、
教
科

書
の
記
載
が
変
更
さ
れ
る
な

ど
、
史
実
が
少
し
ず
つ
変
え
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

被
爆
者
や
、
戦
争
体
験
者
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
在

に
お
い
て
こ
そ
、
歴
史
を
学

び
、
い
の
ち
、
健
康
を
守
る
医

師
・
歯
科
医
師
と
し
て
核
廃

絶
、
不
戦
の
た
め
に
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

核
兵
器
の
な
い
世
界

「
理
想
」で
な
く
現
実
に
し
よ
う被

爆
し
た
の
か
は
日
本
の
行
っ

た
植
民
地
支
配
な
し
に
は
語
れ

な
い
。

　

日
本
が
行
っ
て
き
た
無
謀
か

つ
残
虐
な
戦
争
を
正
面
か
ら
と

ら
え
、
で
き
た
の
が
、
不
戦
の

は
数
万
人
と
も

言
わ
れ
る
が
そ

の
実
態
は
よ
く

分
か
っ
て
い
な

い
そ
う
だ
。
な

ぜ
彼
ら
が
広
島

・
長
崎
に
い
て

９条を守り、核兵器廃絶のために署名にご協力を
　戦争をしない未来のために、
憲法を生かし、生命、暮らしを
守ることを求めます。

　「核兵器禁止条約」で核兵器
は禁止されましたが、日本政府
はまだ批准していません。

署名用紙の追加注文は、☎078－393－1807まで

９条改憲反対を求める
署名

日本政府に核兵器禁止条約への
参加を求める署名
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税
経
部
は
５
月
27
日
に
協
会
会

議
室
で
医
院
経
営
研
究
会
「
ク
レ

ー
ム
＆
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
対
応
術
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
45
人
（
う

ち
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
35
人
）
が
参
加
し

た
。
六
甲
法
律
事
務
所
の
松
田
昌

明
弁
護
士
が
講
師
を
務
め
た
。
参

加
者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

歯
科
部
会
は
５
月
28
日
、
協
会

会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
美
し
い

義
歯
調
整
―
簡
単
で
効
率
的
な
コ

ツ
―
」
を
開
催
。
昭
和
大
学
名
誉

教
授
で
東
広
島
市
・
さ
と
う
歯
科

医
院
の
佐
藤
裕
二
先
生
を
講
師

に
、
67
人
（
来
場
29
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
38
人
）
が
参
加
し
た
。
座
長
の

窪
高
志
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

当
日
は
約
４
年
ぶ
り
の
第
50
回

神
戸
ま
つ
り
と
重
な
る
日
で
大
混

雑
の
大
変
な
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
し
た

こ
と
も
あ
り
、
リ
ア
ル
参
加
の
方

も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
裕
二
先
生
は
今
年
の
３
月

ま
で
昭
和
大
学
歯
学
部
の
高
齢
者

歯
科
学
の
教
授
を
務
め
ら
れ
て
お

り
、
最
新
の
理
論
や
医
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
義
歯
治
療
の
講
義
内

容
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
教
授
と
い
う
地
位
に
お
あ

り
で
あ
り
な
が
ら
も
、
義
歯
関
連

の
低
い
保
険
点
数
の
中
で
い
か
に

シ
ン
プ
ル
に
効
率
良
く
治
療
を
行

う
か
に
こ
だ
わ
り
を
持
た
れ
て
お

り
、
コ
ス
ト
感
覚
に
非
常
に
優

れ
、
学
術
と
臨
床
の
両
方
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
す
ば
ら
し
い
先
生

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
低
い
保
険
点
数
の
上
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
、
原
油

高
な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
で
歯
科

医
院
経
営
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま

す
が
、
た
だ
単
に

材
料
や
機
器
を
節

約
す
れ
ば
い
い
の

で
は
な
く
、
人
件

費
が
一
番
、
高
い

の
で
い
か
に
チ
ェ

ア
タ
イ
ム
を
短
縮

し
て
い
く
か
、
時

間
の
節
約
が
肝
で

あ
り
、
ま
さ
に
時

は
金
な
り
と
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
義
の
最
後
に
お
ま
け

で
補
綴
物
の
撤
去
・
除
去
の
方
法

に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
、
理
論
に

基
づ
い
て
い
か
に
美
し
く
安
心
、

安
全
に
小
さ
な
リ
ス
ク
で
患
者
さ

ん
の
負
担
も
少
な
く
簡
単
に
効
率

的
に
撤
去
す
る
か
を
ご
教
示
さ

れ
、
こ
ち
ら
も
大
変
、
興
味
深
か

っ
た
で
す
。

　

と
同
時
に
義
歯
も
撤
去
・
除
去

も
、
日
常
臨
床
に
お
い
て
常
に
向

　

歯
科
部
会
は
５
月
28
日
、「
歯
科
『
診
断
力
』
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
協
会
会
議
室
で
開
催
。「
口
腔
粘
膜
疾
患
の
診
断
と
病

診
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
―
『
歯
初
診
』
施
設
基
準
に
も
対
応
―
」
を
テ

ー
マ
に
、
県
立
は
り
ま
姫
路
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外
科
診

療
科
長
の
石
田
佳
毅
先
生
が
講
演
し
、
67
人
が
参
加
し
た
。
参
加
し

た
山
本
雄
介
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

加
え
て
、
有
名
人
の
舌
が
ん
の

ニ
ュ
ー
ス
で
世
間
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
方
の
場
合
は
リ

ン
パ
節
転
移
も
あ
り
、
大
が
か
り

な
処
置
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

が
、
口
腔
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
人

体
に
発
生
す
る
が
ん
で
も
数
少
な

い
直
接
視
認
で
き
る
が
ん
で
あ

り
、
加
え
て
早
期
発
見
で
き
れ

ば
、
ほ
ぼ
根
治
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

開
業
さ
れ
て
い
る
先
生
方
が
口

腔
内
の
異
常
を
早
期
発
見
し
、
速

や
か
に
地
域
の
歯
科
口
腔
外
科
と

連
携
す
る
こ
と
で
よ
り
生
存
率
が

向
上
で
き
ま
す
。

　

講
演
さ
れ
た
石
田
先
生
は
淡
路

医
療
セ
ン
タ
ー
で
部
長
と
し
て
長

年
地
域
医
療
を
支
え
、
昨
年
か
ら

　

近
年
は
高
齢
化
に
よ
っ
て
口
腔

が
ん
の
発
生
割
合
も
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
幸
い
今
回
の
テ
ー
マ

に
当
て
は
ま
る
よ
う
な
「
悪
質
な

ク
レ
ー
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
」
は
未
経

験
で
す
が
、
そ
れ
で
も
い
つ
発
生

す
る
か
分
か
ら
な
い
大
変
重
要
な

問
題
と
思
い
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ク
レ
ー
ム
の
対
応
に
関
し
て

は
、「
診
療
債
務
」「
説
明
義
務
」

に
訴
訟
と
な
る
か
ど
う
か
の
判
断

基
準
、「
出
禁
（
出
入
り
禁
止
）」

の
申
し
渡
し
方
、
録
音
や
警
察
通

報
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

グ
ー
グ
ル
の
レ
ビ
ュ
ー
対
応
に

関
し
て
は
、
違
法
と
な
る
投
稿

例
、
削
除
の
難
し
い
投
稿
例
を
挙

げ
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
自
院

の
レ
ビ
ュ
ー
を
し
っ
か
り
と
自
分

た
ち
自
身
で
管
理
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
返
信
の
際
の
注
意
点

と
と
も
に
ま
だ
来
院
さ
れ
た
こ
と

の
な
い
患
者
さ
ん
に
自
院
の
姿

勢
、
考
え
方
を
見
て
も
ら
え
る
と

い
う
場
で
も
あ
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

診
療
所
で
は
日
々
勉
強
を
重

ね
、
最
良
の
状
態
で
治
療
に
取
り

組
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す

し
、
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
が
少
し
で

も
軽
く
な
る
よ
う
働
き
方
も
工
夫

し
て
い
ま
す
。
先
生
の
お
話
に
あ

っ
た
よ
う
に
、「
ク
レ
ー
ム
対
応

は
ス
タ
ッ
フ
の
疲
弊
」
と
な
り
ま

す
。
他
の
患
者
さ
ん
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
院
長
・
ス

タ
ッ
フ
の
毎
日
の
努
力
が
無
駄
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
も
し
事
が
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
状
況
に
流
さ

れ
ず
正
し
い
知
識
で
対
応
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
機
会
を
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
川
西
市
・
よ
し
の
歯
科
ク
リ
ニ

　

ッ
ク 

事
務　

Ｍ
】

な
ど
の
言
葉
の
意

味
、
傾
聴
や
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
有
効

性
、「
謝
罪
」
と
い

う
言
葉
を
使
い
な
が

ら
の
相
手
へ
の
事
情

説
明
の
仕
方
、
弁
護

士
の
立
場
か
ら
の

「
訴
え
て
や
る
」
と

言
わ
れ
た
時
に
本
当

は
り
ま
姫
路
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

に
赴
任
し
、
創
設
か
ら
姫
路
・
西

播
磨
地
域
の
歯
科
口
腔
外
科
を
担

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

総
合
病
院
の
口
腔
外
科
の
科
長

は
、
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
気
さ
く

で
話
し
や
す
く
、
と
て
も
良
い
先

生
で
す
。
と
い
う
の
も
実
は
私
、

卒
後
の
臨
床
研
修
の
時
の
指
導
医

が
石
田
先
生
で
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
な
か
な
か
一

般
的
な
セ
ミ
ナ
ー
で
は
聞
く
機
会

も
な
く
、
口
腔
外
科
を
経
験
し
て

い
な
い
先
生
方
で
は
臨
床
で
身
近

に
経
験
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ず
、
そ
れ
以
外
の
疾
患
の
中
に
は

口
腔
が
ん
も
含
ま
れ
て
い
る
と
の

内
容
で
し
た
。

　

先
生
方
も
紹
介
す
る
か
迷
う
場

合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

診
療
所
で
初
期
対
応
を
お
こ
な
っ

て
も
変
化
が
な
い
場
合
な
ど
は
、

疑
わ
し
い
場
合
も
含
め
て
気
軽
に

歯
科
口
腔
外
科
と
連
携
し
紹
介
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
の
こ

と
で
す
。

　

な
お
、
は
り
ま
姫
路
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
は
新
し
く
で
き
た
病
院

の
た
め
、
診
療
枠
に
余
裕
が
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
症
例
に

も
よ
り
ま
す
が
、
外
科
処
置
（
智

歯
抜
歯
含
め
）
に
関
し
て
も
即
日

処
置
（
抜
歯
）
も
受
け
入
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

姫
路
以
外
の
地
域
の
先
生
も
気

軽
に
相
談
や
ご
紹
介
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

【
明
石
市
・
歯
科　
山
本　

雄
介
】

昭
和
大
学
名
誉
教
授
の
佐
藤
裕
二
先
生
が

義
歯
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説　
　
　
　

県立はりま姫路総合医療センターの石田先生が講演

クレームやネット口コミへの
対応にあたっての注意点を松
田弁護士が解説　　　　　　

リーガル
コラム
vol.７

「安くなる」と説明のリース契約
事実と違った場合、解約できるのか？

Ｑ　個人でクリニックを経営して
います。
　大手通信会社の関連会社を名乗
る会社の営業担当者がクリニック
を訪れ、「新たに２台目の顔認証
式カードリーダーを設置すれば、
インターネット通信料金が安くな
ります」などと説明を受け、勧め
られるままに、リース会社との間
で契約期間３年のリース契約を締
結しました。
　ところが、実際に通信料金が安
くなることはなく契約時の説明が
虚偽であることが後日判明しまし
た。リース契約を解約することは
できるでしょうか。
Ａ　リース契約とは、ユーザーが
指定する物件をリース会社が販売
業者から購入し、ユーザーはリー
ス会社に毎月一定のリース料金を
支払うことで当該機器等を借りる
という仕組みの契約形態をいい、
これを「ファイナンス・リース」
といいます。複合機などのOA機
器の他、自動車や医療機器などを
リース契約で利用される場合が想
定されます。
　リース契約は、通常、リース契
約書で中途解約を禁止しているた
め、期間途中で解約するにはリー
ス料全額を支払う必要がありま
す。
　本件のような訪問販売の場合、
ユーザーが一般の消費者であれ

ば、契約書面を受け取ってから８
日間は無条件で解約できるクーリ
ングオフ制度を利用することも考
えられますが、ご相談者はクリニ
ックを経営する事業者であるた
め、同制度の適用がありません。
　本件のように、販売業者の担当
者が嘘の事実を告げて契約締結に
至った場合には錯誤（民法95条）
による無効や詐欺（民法96条）に
よる契約の取り消しを主張するこ
とが考えられますが、立証が困難
であることが多い上、このような
事実をリース会社が知っていた、
または知り得たことまでの立証は
さらに難しく、リース契約自体の
解消は難しいといえます。
　もっとも、リース契約自体は有
効であることを前提に、虚偽説明
をして強引な契約締結に至らせた
販売業者に対し、リース料相当額
を損害として請求することが可能
な場合もあります。
　強引な訪問販売に対する対策と
しては、営業担当者に契約締結の
メリットをわかりやすく書面で提
出させる、複数の者で対応する、
即断せずに第三者に相談する、相
見積をとるなど、不必要な契約を
締結させられないよう慎重な対応
と判断が必要です。
【中央区・神戸花くま法律事務所
 弁護士　野田　倫子】

簡単で効率的な
義歯調整のコツ

感
想
文

歯科定例研究会

医
院
経
営
研
究
会「
ク
レ
ー
ム
＆
レ
ビ
ュ
ー
対
応
術
」

医
院
経
営
研
究
会「
ク
レ
ー
ム
＆
レ
ビ
ュ
ー
対
応
術
」

正
し
い
知
識
で

ク
レ
ー
ム
対
応

病
診
連
携
で
口
腔
が
ん

早
期
発
見
・
治
療
を

感 想 文

感 想 文

日　時　 ７月22日（土）14時30分～18時30分
会　場　 神戸市産業振興センター８Ｆ
参加費　  7000円（医経研会員はPC使用料1000円）
　実際に「弥生会計」を使っての日
常記帳を学びます。
お申し込みは、☎078―393―1807まで

医院経営研究会７月例会
パソコン記帳講座パソコン記帳講座

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
低
い
保
険
点

数
は
な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
か

と
も
感
じ
ま
し
た
。

 

【
西
区
・
歯
科　

窪　
　

高
志
】

苦
手
な
分
野
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

口
腔
が
ん
の
特
徴

や
そ
の
他
の
粘
膜
疾

患
と
の
鑑
別
の
勘
ど

こ
ろ
、
特
に
口
腔
扁

平
苔
癬
に
関
し
て
は

他
の
粘
膜
疾
患
と
の

鑑
別
の
難
し
さ
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
り

ま
し
た
。
口
腔
扁
平

苔
癬
と
臨
床
診
断
を

下
し
て
も
約
６
割
し

か
組
織
学
的
に
は
口

腔
扁
平
苔
癬
と
言
え

歯
科
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０４１号 （４）２０２３年(令和５年)６月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

医科保険請求

〈処置・手術の一般的事項〉

Ｑ１　点数のついていない簡単な処置
で薬剤を使用した場合、薬剤料を算定
できるか。
Ａ１　処置料に掲げられていない処置
であって簡単なものの費用は基本診療
料に含まれますが、薬剤を使用した場
合には薬剤料をレセプトの処置欄で算
定できます。
Ｑ２　基本診療料に含まれるとされる
処置を行った場合、外来管理加算は算
定できるか。
Ａ２　要件を満たせば算定できます。
Ｑ３　処置の際に使用したガーゼ等の
衛生材料や包帯などは、算定できる
か。あるいは患者に自費請求できる
か。
Ａ３　処置に当たって通常使用される
包帯（頭部・頸部・躯幹等固定用伸縮
性包帯を含む）、ガーゼ等衛生材料、
患者の衣類及び保険医療材料の費用
は、別に算定できません。また、処置
に用いる衛生材料を患者に持参させた
り患者の自己負担とすることは認めら
れません。
Ｑ４　手術当日に術前の処置を行った
場合、処置の費用は算定できるか。
Ａ４　手術当日に、手術（自己血貯血
を除く）に関連して行う処置（ギプス
を除く）の費用及び注射の手技料は、
術前、術後にかかわらず算定できませ

ん。
Ｑ５　D308胃・十二指腸ファイバー
スコピーを施行中にポリープを認めた
ため、K653内視鏡的胃、十二指腸ポ
リープ・粘膜切除術を行った。それぞ
れ算定できるか。
Ａ５　処置または手術と同時に行った
内視鏡検査は別に算定できません。
K653内視鏡的胃、十二指腸ポリープ
・粘膜切除術のみの算定となります。
Ｑ６　対称器官（耳・眼等）に係る処
置料・手術料は、それぞれ片側ずつ算
定できるのか。
Ａ６　対称器官に係る各区分の所定点
数は、特に規定する場合を除き、処置
料は両側あわせて１回、手術料は片側
ずつ、点数を算定します。この場合、
「特に規定する場合」とは以下の通り
です。
　処置料：処置名の末尾に「片側」
「１肢につき」等と記入したもの。両
眼に異なる疾患を有し、それぞれ異な
った処置を行った場合は、その部分に
ついてそれぞれ別に算定できます。
　手術料：手術名の末尾に「両側」と
記入したもの。この場合において、両
側にわたり手術を行う医療上の必要性
がなく片側の手術のみを行った場合で
あっても、両側に係る所定点数を算定
します。

　

今
年
４
月
７
日
に
、
日
本
国

内
で
公
開
さ
れ
た
人
気
映
画
作

品
「
Ａ
Ｉ
Ｒ　

エ
ア
」
を
紹
介

し
ま
す
。
翌
月
５
月
中
旬
に

は
、
ア
マ
ゾ
ン
プ
ラ
イ
ム
で
ネ

ッ
ト
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

ベ
ン
・
ア
フ
レ
ッ
ク
監
督

が
、
友
人
の
人
気
俳
優
マ
ッ
ト

・
デ
イ
モ
ン
氏
を
主
演
に
迎
え

て
、
世
界
的
な
有
名
企
業
「
ナ

イ
キ
」
の
伝
説
的
バ
ス
ケ
ッ
ト

シ
ュ
ー
ズ
「
エ
ア
・
ジ
ョ
ー
ダ

ン
」
の
誕
生
秘
話
を
映
画
化
し

た
も
の
で
す
。
実
話
に
基
づ

く
、
興
味
深
い
ス
ト
ー
リ
ー
で

す
。

　

１
９
８
４
年
、
ナ
イ
キ
本
社

に
勤
め
る
ソ
ニ
ー
・
ヴ
ァ
ッ
カ

ロ
（
デ
イ
モ
ン

氏
）
は
、
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
フ
ィ
ル
・

ナ
イ
ト
か
ら
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
門
を
立
て

直
す
よ
う
命
じ

ら
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
バ

ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ

ー
ズ
界
で
は
、
市
場
の
ほ
と
ん

ど
を
「
コ
ン
バ
ー
ス
」
と
「
ア

デ
ィ
ダ
ス
」
が
占
め
て
い
て
、

立
ち
は
だ
か
る
壁
は
、
あ
ま
り

に
も
高
く
苦
悩
の
日
々
と
な
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
、
ソ
ニ
ー

と
上
司
ロ
ブ
・
ス
ト
ラ
ッ
サ
ー

は
、
ま
だ
Ｎ
Ｂ
Ａ
デ
ビ
ュ
ー
も

し
て
い
な
い
無
名
の
新
人
選
手

「
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
」

に
目
を
留
め
、
深
く
注
目
し

て
、
一
発
逆
転
の
賭
け
と
取
引

に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
先

は
…
？

　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
フ
ィ
ル
・
ナ
イ
ト
氏

を
、
ア
フ
レ
ッ
ク
監
督
が
自
ら

演
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
注
目
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
優
れ
た
シ
ュ

ー
ズ
「
エ
ア
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
」

を
開
発
し
た
物
語
だ
け
で
は
な

く
、
伝
説
の
シ
ュ
ー
ズ
の
開
発

を
通
じ
、
多
く
の
人
た
ち
の
人

生
観
や
着
眼
点
を
変
え
て
、
歴

史
を
変
動
さ
せ
て
い
く
「
渾
身

の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。
人
生
最
悪
の

場
面
に
遭
遇
し
て
も
、
解
決
の

糸
口
を
模
索
し
て
い
く
細
か
い

心
情
の
表
現
が
、
最
大
の
見
ど

こ
ろ
で
す
。

　

悪
戦
苦
闘
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

通
じ
、
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い

人
に
だ
け
、
勝
利
の
女
神
が
微

笑
む
と
い
う
結
果
に
感
動
し
ま

す
。

　

今
の
日
本
の
状
況
は
混
と
ん

と
し
て
い
ま
す
が
、
正
義
感
を

忘
れ
ず
、
真
実
を
追
い
か
け
、

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
個
々
の
人

た
ち
に
、
熱
く
エ
ー
ル
を
送
る

作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

映
画
館
で
の
上
映
か
ら
間
も

な
い
ネ
ッ
ト
配
信
に
は
驚
き
ま

し
た
が
、
い
つ
で
も
鑑
賞
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
、
ど
こ
の
企
業
に
も
負

け
な
い
「
ナ
イ
キ
」
が
倒
産
の

危
機
を
乗
り
越
え
た
背
景
に

は
、
正
規
雇
用
の
人
た
ち
の
努

力
が
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
同
社
は
90
年
代
に

東
南
ア
ジ
ア
の
工
場
で
の
劣
悪

な
労
働
や
児
童
労
働
が
批
判
さ

れ
ま
し
た
が
、
人
権
侵
害
防
止

へ
の
対
応
を
と
っ
て
乗
り
越
え

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
雇
用
・

経
済
政
策
、
社
会
保
障
費
抑
制

政
策
の
転
換
、
人
権
保
護
こ
そ

が
、
よ
り
良
い
方
向
に
向
か
う

鍵
で
あ
る
と
大
い
に
感
じ
ま

す
。

　

ぜ
ひ
と
も
、「
ナ
イ
キ
」
の

再
生
と
「
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー

ダ
ン
」
と
の
交
流
に
も
着
目
し

て
ほ
し
い
映
画
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
動
画
サ
イ
ト
で
の
鑑

賞
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

Ａ
Ｉ
Ｒ　

エ
ア

白岩一心
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○紙の請求書はこれまで通り
○電子取引データは整理して保存

2024年１月～電子帳簿保存制度　慌てず対応を

　

２
０
２
４
年
１
月
か
ら
「
電
子

帳
簿
保
存
法
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

「
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
た
請
求

書
な
ど
の
デ
ー
タ
を
印
刷
し
て
紙

で
保
存
す
る
方
法
は
取
れ
な
く
な

る
」
な
ど
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

慌
て
て
ソ
フ
ト
を
購
入
し
た
り

業
者
と
契
約
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
医
療
機
関
が
事
業
所
と
し
て

取
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

電
子
帳
簿
保
存

制
度
の
概
要

　

経
済
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
踏

ま
え
、
経
理
の
電
子
化
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
、
記
帳
水
準
の
向
上

等
に
資
す
る
と
い
う
名
目
で
１
９

９
８
年
に
い
わ
ゆ
る
「
電
子
帳
簿

保
存
法
」
が
施
行
さ
れ
、
２
０
２

２
年
１
月
以
降
そ
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
が
、
拙
速
な
推
進
の

た
め
事
業
者
側
の
対
応
が
進
ま
な

い
実
情
か
ら
２
０
２
３
年
度
税
制

改
正
に
お
い
て
さ
ら
に
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

電
子
帳
簿
保
存
制
度
は
税
法
上

保
存
等
が
必
要
な
「
帳
簿
」
や

「
領
収
書
・
請
求
書
・
決
算
書
」

な
ど
国
税
関
係
書
類
を
電
子
デ
ー

タ
で
保
存
す
る
こ
と
に
関
す
る
制

度
を
い
い
、
保
存
方
法
は
３
種
類

に
区
分
さ
れ
ま
す
（
表
参
照
）。

①
電
子
帳
簿
等
保
存

　

パ
ソ
コ
ン
等
で
作
成
し
た
帳

簿
、
国
税
関
係
書
類
を
電
子
デ
ー

タ
の
ま
ま
で
保
存
で
き
ま
す
。

　

帳
簿
類
の
訂
正
・
削
除
履
歴
が

確
認
で
き
る
な
ど
「
優
良
な
電
子

帳
簿
」
の
要
件
を
満
た
し
て
電
子

デ
ー
タ
で
保
存
し
て
い
れ
ば
、
修

正
申
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
申

告
漏
れ
に
課
さ
れ
る
過
少
申
告
加

算
税
が
10
％
か
ら
５
％
に
軽
減
さ

れ
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

②
ス
キ
ャ
ナ
ー
保
存

　

取
引
先
か
ら
受
領
し
た
紙
の
領

収
書
・
請
求
書
等
を
、
そ
の
書
類

自
体
を
保
存
す
る
代
わ
り
に
、
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
取
り
、
電
子
デ

ー
タ
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

③
電
子
取
引
デ
ー
タ
保
存

　

注
文
書
・
契
約
書
・
送
り
状
・

領
収
書
等
を
電
子
メ
ー
ル
な
ど
電

子
デ
ー
タ
で
や
り
と
り
し
た
場
合

に
は
そ
の
電
子
デ
ー
タ
を
保
存
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

①
と
②
は
任
意
の
保
存
法
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
方
法
を
取
る
場
合

に
は
、
記
録
の
改
ざ
ん
を
防
止
す

る
た
め
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
な
ど

一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

電
子
取
引
デ
ー
タ
は

整
理
し
て
保
存
を

　

③
電
子
取
引
デ
ー
タ
保
存
は
、

す
べ
て
の
事
業
所
に
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
点
に
留
意
が
必
要
で

す
。

　

電
子
取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ
保

存
に
関
し
て
は
２
０
２
２
年
１
月

１
日
以
降
に
お
こ
な
う
取
引
か
ら

電
子
デ
ー
タ
保
存
が
義
務
化
さ

れ
、
改
ざ
ん
防
止
措
置
と
し
て
タ

イ
ム
ス
タ
ン
プ
付
与
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
が
、「
宥
恕
措
置
」

と
し
て
２
０
２
３
年
12
月
31
日
ま

で
の
書
類
は
紙
保
存
が
認
め
ら

れ
、
税
務
調
査
等
の
際
に
提
示
・

提
出
で
き
れ
ば
よ
い
（
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
不
要
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
以
後
は

以
下
の
要
件
を
満
た
せ
ば
改
ざ
ん

防
止
措
置
等
の
対
応
は
不
要
と
な

り
ま
す
。

　

①
電
子
取
引
デ
ー
タ
を
保
存
す

べ
き
こ
と
（
改
ざ
ん
防
止
措
置

等
）
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
所
轄
税
務
署
長
が
相
当
の
理

由
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
（
事
前

申
請
は
不
要
）

　

②
税
務
調
査
等
の
際
に
電
子
デ

ー
タ
の
「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め

（
調
査
担
当
者
に
デ
ー
タ
の
コ
ピ

ー
を
提
供
す
る
こ
と
）」
に
応
じ

る
こ
と
及
び
電
子
デ
ー
タ
を
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
書
面
の
提
示
・

提
出
が
で
き
る
こ
と
（
両
方
必
要
）

　

つ
ま
り
、
電
子
デ
ー
タ
を
日
付

や
取
引
先
ご
と
な
ど
フ
ォ
ル
ダ
に

分
け
保
存
す
る
な
ど
、
税
務
調
査

等
の
際
に
求
め
ら
れ
た
資
料
を
提

示
で
き
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

「
相
当
の
理
由
」
に
つ
い
て
も
税

務
調
査
時
に
対
応
状
況
や
今
後
の

見
通
し
な
ど
が
説
明
で
き
れ
ば
よ

い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
紙
で
受
け
取
っ
た
請
求
書

等
は
従
来
通
り
、
紙
で
保
存
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

未
対
応
で
も
直
ち
に

青
色
申
告
取
り
消
し
は
な
い

　

電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存
義
務

化
に
対
応
で
き
な
い
事
業
者
か
ら

青
色
申
告
取
り
消
し
対
象
に
な
る

の
で
は
、
と
い
っ
た
質
問
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
税
庁
「
電
子
帳

簿
保
存
法
Ｑ
＆
Ａ
」
に
よ
れ
ば
、

デ
ー
タ
保
存
に
不
備
が
あ
る
場
合

で
も
直
ち
に
青
色
申
告
承
認
が
取

り
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

従
来
通
り
の
帳
簿
記
載
、
請
求

書
、
領
収
書
の
保
存
等
を
行
え
ば

当
面
は
今
ま
で
通
り
の
経
理
処
理

を
行
え
ま
す
。
た
だ
し
政
府
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
方
向
性
は

変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
業
主
と

し
て
今
後
の
対
応
策
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 協会税務講師団　　山田　英信税理士

①電子帳簿等保存
パソコン等で作成した帳
簿、国税関係書類を電子デ
ータのままで保存

任意で導入

②スキャナー保存
紙の領収書・請求書等をス
キャナーで読み取り、電子
データとして保存

③ 電子取引データ
保存

電子メールなど電子データ
でやりとりした領収書・請
求書等はその電子データを
保存

すべての事業所が対応を求
められている
→電子データを日付や取引
先ごとなど整理して保存す
る必要あり

表　電子帳簿保存制度の３種類の保存方法
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新
田
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し

た
の
は
、
私
が
医
学
部
生
の
頃
で

し
た
。「
但
馬
の
医
療
を
考
え
る

医
系
学
生
の
集
い
」（
１
９
８
１

年
〜
１
９
８
４
年
）
が
神
鍋
高
原

で
開
催
さ
れ
、
先
生
は
但
馬
の
医

療
の
現
状
と
故
郷
の
医
師
と
な
れ

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
私
た
ち
に

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
講
演
の
後
の

懇
親
会
で
山
崎
ハ
コ
の
「
桧
原
ふ

る
さ
と
」
を
歌
わ
れ
、
医
療
の
貧

困
に
住
民
と
共
に
立
ち
向
か
う
矜

持
と
少
し
切
な
さ
を
感
じ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
切
な
い
歌

は
、
若
い
医
師
を
但
馬
に
引
き
寄

せ
る
作
戦
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
。

　

１
９
９
６
年
、
先
生
も
積
極
的

に
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
但
馬
医

療
生
協
・
ろ
っ
ぽ
う
診
療
所
が
開

設
、
私
が
所
属
す
る
神
戸
健
康
共

和
会
か
ら
初
代
所
長
と
師
長
が
移

新
田
誠
先
生
の
想
い
で

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の

な
い
世
界
を
希
望
す
る

東
灘
区　
　

藤
末　
　

衛

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

籍
、
着
任
し
ま
し
た
。
私
と
し
て

は
、
学
生
時
代
の
先
生
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
へ
の
遅
ま
き
な
が
ら
の
返
事

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
０
４
年
の
台
風
水
害
の

時
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

２
０
０
７
年
、
医
師
不
足
に
あ

え
ぐ
但
馬
地
域
で
公
立
病
院
の
統

廃
合
（
病
床
を
豊
岡
、
八
鹿
病
院

に
集
中
し
、
そ
の
他
を
廃
止
）
が

兵
庫
県
よ
り
提
案
さ
れ
、
地
元
住

民
か
ら
反
対
の
運
動
が
起
こ
り
ま

し
た
。
私
も
直
接
、
豊
岡
病
院
長

と
お
会
い
し
、「
統
廃
合
と
い
う

策
は
国
、
県
の
医
師
確
保
サ
ボ
タ

ー
ジ
ュ
の
辻
褄
合
わ
せ
で
あ
り
、

但
馬
の
病
院
組
合
と
住
民
運
動
は

決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な

い
」
と
話
す
中
で
、
結
局
豊
岡
、

八
鹿
病
院
長
も
参
加
さ
れ
た
住
民

大
会
が
５
０
０
名
（
地
元
医
師
も

数
十
名
）
で
行
わ
れ
、
新
田
先
生

が
開
催
挨
拶
、
日
頃
の
両
病
院
へ

の
感
謝
と
他
の
４
病
院
の
病
棟
廃

止
は
地
域
医
療
の
崩
壊
に
つ
な
が

る
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の

長
年
に
わ
た
る
地
域
で
の
悪
戦
苦

闘
の
実
践
が
統
廃
合
を
止
め
る
大

き
な
力
と
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
最
終
的
に
縮
小
は
あ
っ

た
も
の
の
４
病
院
の
病
床
は
確
保

さ
れ
、
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
強

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
月
25
日
号
か
ら
の
続
き
）

　

本
を
読
む
こ
と
は
十
分
な
知
識

を
必
要
と
し
、
言
論
に
感
動
し
心

を
揺
さ
ぶ
り
奥
深
い
知
識
を
得
ら

れ
る
一
方
で
苦
痛
を
伴
う
場
合
も

あ
り
一
般
大
衆
向
け
で
は
な
い
。

書
物
を
読
む
と
い
う
人
類
だ
け
が

為
し
得
る
高
度
の
能
動
的
な
努
力

に
比
べ
、
放
送
と
い
う
眼
や
耳
か

ら
の
一
方
的
な
受
動
的
情
報
は
容

易
に
一
般
大
衆
に
入
力
さ
れ
、
さ

ら
に
喧
伝
、
煽
動
さ
れ
て
、
一
方

的
で
あ
り
且
つ
内
容
が
浅
薄
で
あ

る
こ
と
が
多
い
。

　

憲
法
21
条
で
言
論
出
版
の
自
由

は
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
電
波
に

よ
る
情
報
伝
達
拡
散
は
一
般
大
衆

に
対
し
て
強
力
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

で
、
容
易
に
政
治
的
意
図
で
偏
向

放
送
が
可
能
で
影
響
が
大
き
く
、

為
政
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
神
経

質
に
な
り
、
国
家
に
都
合
の
良
い

電
波
法
に
よ
っ
て
国
民
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
が
る
も
の
で
あ
る
。

間
違
っ
た
情
報
で
あ
っ
て
も
、
放

送
（
電
波
）
に
よ
っ
て
耳
や
眼
か

ら
一
方
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

口
コ
ミ
を
含
め
大
衆
を
煽
動
し
て

拡
散
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

熱
力
学
第
２
法
則
の
如
く
、
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
が
増
大
し
不
可
逆
変

化
に
な
り
、
大
衆
煽
動
が
戦
争
や

革
命
の
原
因
に
な
っ
た
こ
と
は
人

類
の
歴
史
を
鑑
み
れ
ば
容
易
に
説

明
が
つ
く
。
日
本
人
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で

の
優
勝
時
の
行
動
の
ご
と
く
熱
し

や
す
く
醒
め
や
す
い
民
族
で
あ

る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
責
任
の
あ

る
言
論
の
自
由
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
国
家
権
力
に
よ
っ
て
、
な

か
ん
ず
く
総
務
省
の
圧
力
に
よ
っ

て
電
波
停
止
と
い
う
威
嚇
を
し
た

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

罷
免
さ
せ
た
り
と
い
っ
た
情
報
の

壟ろ
う

断だ
ん

は
、
長
期
に
続
く
自
民
党
政

権
の
驕お

ご

り
で
あ
る
。

　

非
識
字
者
率
の
高
い
発
展
途
上

国
で
は
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
っ
た

場
合
、
革
命
軍
は
必
ず
放
送
局
を

占
拠
す
る
。
し
か
し
文
明
国
も
ま

た
然
り
。
国
家
に
と
っ
て
都
合
の

悪
い
放
送
を
抑
え
る
の
は
専
制
主

義
国
で
あ
る
。
公
共
の
電
波
は
国

民
全
体
の
も
の
で
、
国
家
が
独
占

す
べ
き
で
な
い
。
憲
法
21
条
に
違

反
を
す
る
為い

政せ
い

者し
ゃ

は
国
民
に
と
っ

て
偽エ

セ

政
者
で
あ
り
、
国
民
を
犠4

牲

に
す
る
の
は
歴
史
が
諭さ

と

す
と
こ
ろ

で
あ
る
。
始
皇
帝
以
来
２
２
０
０

年
以
上
経
っ
て
映
画
や
電
波
や
ス

マ
ホ
な
ど
、
科
学
技
術
の
進
歩
は

歴れ
っ
きと
し
た
事
実
で
あ
り
瞠ど

う

目も
く

に
値

す
る
が
、
し
か
し
特
に
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
お
い
て
Ｔ
Ｖ

放
送
は
双
方
に
都
合
の
良
い
報
道

に
よ
っ
て
国
民
を
煽
動
し
て
い

る
。
社
会
科
学
と
し
て
の
政
治
の

進
歩
は
遅
々
と
し
て
い
る
。

　

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
三
権
分
立

に
加
え
責
任
あ
る
放
送
権

4

4

4

は
相
互

に
独
立
す
べ
き
だ
（
四4

権
分

立
）。
人
類
は
、
も
っ
と
歴
史
に

学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
科

学
技
術
の
進
歩
に
対
応
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
Ｒあ

る

。

　

今
ま
た
但
馬
地
域
の
病
床
削
減

の
動
き
が
出
て
い
ま
す
。
雲
の
上

か
ら
「
但
馬
の
地
域
医
療
を
守

れ
」
と
い
う
先
生
の
眼
光
が
光
っ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
な
ん
と
か

住
民
に
と
っ
て
良
い
方
向
で
の
問

題
解
決
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

新
田
誠
先
生
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り

と
お
休
み
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
私
が
校
医
で
あ
る
中
学

校
の
検
診
に
出
向
い
た
と
き
、
歩

き
／
自
転
車
ス
マ
ホ
（
こ
れ
ら
を

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
と
以
下
定
義

す
る
）
に
つ
い
て
校
長
先
生
と
話

を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
学
校
で

は
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
は
不
可
と

生
徒
に
説
明
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

街
に
で
る
と
、
多
く
の
大
人
た

ち
が
ス
マ
ホ
を
閲
覧
・
入
力
し
な

が
ら
歩
い
て
い
る
。
他
人
と
ぶ
つ

か
り
そ
う
で
あ
る
が
、
ぶ
つ
か
ら

な
い
一
つ
の
理
由
と
し
て
、「
な

が
ら
ス
マ
ホ
」
な
し
に
歩
い
て
い

る
人
が
注
意
し
て
い
る
た
め
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
情
景
は
あ
ま
り

に
も
日
常
的
す
ぎ
て
、
多
く
の
人

間
は
そ
の
情
景
に
何
ら
違
和
感
を

覚
え
て
い
な
い
。

　

中
学
校
の
検
診
の
１
週
間
後
、

私
が
朝
に
散
歩
し
て
い
る
と
、
中

学
生
と
思
わ
れ
る
男
子
生
徒
が
ス

マ
ホ
を
み
な
が
ら
自
転
車
を
こ
い

で
い
た
。
私
は
「
危
な
い
か
ら
や

め
な
さ
い
。
君
は
ど
こ
の
中

学
？
」
と
尋
ね
る
と
、
な
ん
と
私

が
校
医
を
し
て
い
る
そ
の
中
学
校

だ
っ
た
。

　

数
年
前
、
自
転
車
ス
マ
ホ
の
危

険
性
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
た
直
後
に
、
岡
山
大
学
医
学
部

学
長
が
医
学
部
学
生
に
自
転
車
ス

マ
ホ
の
禁
止
を
通
達
し
た
こ
と
に

感
動
し
た
が
、
い
ま
と
な
っ
て
は

実
行
で
き
て
い
た
の
か
疑
問
に
思

っ
た
。

　

学
生
か
ら
す
れ
ば
、
学
校
で

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
が
禁
止
さ
れ

て
も
、
大
人
に
な
れ
ば
み
ん
な
や

っ
て
い
る
と
い
う
認
識
だ
ろ
う

か
？　

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
が
異

常
と
み
な
さ
れ
る
社
会
に
し
な
い

と
、
若
い
人
に
そ
の
危
険
性
な
ど

を
論
理
的
に
説
明
し
て
も
全
く
説

得
力
が
な
い
よ
う
に
思
っ
た
。

　

ス
マ
ホ
の
閲
覧
・
入
力
を
す
る

時
に
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
行
う
と

い
う
新
し
い
常
識
が
国
民
に
共
有

さ
れ
、「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
に
多

く
の
国
民
が
違
和
感
を
覚
え
る
世

の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
実
現
す

る
に
は
、
罰
則
に
加
え
て
、
動
い

て
い
る
状
況
で
は
ス
マ
ホ
の
閲
覧

　

私
は
昭
生
病
院
の
戸
山
祥
三
院

長
の
要
請
を
受
け
、
昭
生
病
院
の

お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の
当
時
は

現
在
の
よ
う
な
医
療
法
人
で
な
く

個
人
病
院
で
あ
っ
た
の
で
、
戸
山

家
の
一
族
は
、
経
営
に
関
与
し
て

い
な
い
家
族
の
方
も
、
従
業
員
は

う
ち
で
雇
っ
て
い
る
人
と
い
う
表

現
が
あ
り
、
就
学
前
の
子
ど
も
さ

ん
で
も
同
じ
表
現
を
し
て
い
た
。

し
か
も
誰
も
不
審
に
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
経
営
に
関
係
の
な
い
奥

さ
ん
か
ら
家
の
用
事
に
手
を
貸
さ

な
か
っ
た
と
文
句
を
い
わ
れ
て

も
、
従
業
員
は
抵
抗
せ
ず
に
黙
っ

て
い
た
。
今
は
信
じ
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
時
代
で

あ
っ
た
。

　

私
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

院
長
が
喜
ぶ
か
と
考
え
て
行
動
し

た
。
た
だ
、「
従
業
員
の
悪
い
と

こ
ろ
を
お
前
が
注
意
し
ろ
。
私
が

慰
め
役
に
な
る
」
と
い
う
提
案
に

対
し
て
は
辞
退
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
が
、
他
の
ト
ラ
ブ
ル
は
対
応
し

た
。
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ

た
が
、
税
務
署
か
ら
脱
税
の
疑
い

を
２
回
か
け
ら
れ
た
と
き
、
別
の

税
務
署
に
行
き
、
禁
句
の
言
葉
と

疑
い
を
晴
ら
す
解
決
法
を
教
え
て

や
入
力
が
で
き
な
い
よ
う
な
ス
マ

ホ
自
体
の
仕
様
も
必
要
で
あ
ろ

う
。

　

30
年
前
で
は
通
常
の
風
景
で
あ

っ
た
様
々
な
会
議
で
の
喫
煙
が
、

現
在
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
に

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の
な
い
世
界

を
希
望
す
る
。

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

ナ
ン
バ
ー
２
の
話

灘
区　
　

岡
本　

好
司

い
た
だ
き
、
そ
の
方
法
で
資
料
を

ま
と
め
、
資
料
を
院
長
に
託
し
、

後
者
も
同
じ
方
法
で
資
料
を
整

え
、
事
務
長
に
託
し
、
両
者
と
も

疑
い
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

も
ち
ろ
ん
贈
賄
行
為
な
ど
は
行
っ

て
い
な
い
。

　

数
は
少
な
か
っ
た
が
、
患
者
さ

ん
か
ら
医
師
、
看
護
師
に
対
し
て

ク
レ
ー
ム
を
う
け
た
。
多
く
は
当

時
の
医
療
レ
ベ
ル
で
は
仕
方
が
な

い
と
思
っ
た
が
、
相
手
は
そ
れ
を

認
め
ず
文
句
を
言
っ
て
い
た
。
し

か
し
弁
解
せ
ず
、
言
い
た
い
こ
と

を
全
部
言
わ
せ
、
至
ら
ぬ
点
を
詫

び
、
納
得
し
て
い
た
だ
け
た
。

　

そ
の
後
、
ナ
ン
バ
ー
２
に
興
味

が
あ
り
、
会
田
雄
次
氏
な
ど
多
く

の
著
者
の
本
を
読
ん
だ
り
、
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
と
い
う
雑
誌
の
記
事
を

参
考
に
し
た
り
し
た
。
中
で
も
感

銘
を
受
け
た
の
は
、
堺
屋
太
一
氏

の
『
豊
臣
秀
長　

あ
る
補
佐
役
の

生
涯
』
で
あ
っ
た
。
勉
強
に
な
っ

た
。
ナ
ン
バ
ー
１
が
い
く
ら
立
派

で
も
、
ナ
ン
バ
ー
２
が
駄
目
な
ら

ナ
ン
バ
ー
１
の
よ
さ
は
発
揮
で
き

な
い
こ
と
も
知
り
、
ナ
ン
バ
ー
２

の
重
大
さ
を
確
認
し
た
。

　

阪
神
武
庫
川
駅
の
近
く
に
「
西

宮
す
な
ご
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
、
昔
「
砂
子
療
育
園
」
と

言
っ
て
い
た
。
そ
の
時
代
か
ら
在

職
し
て
生
き
字
引
の
蘆
野
二
郎
先

生
が
お
ら
れ
る
。
現
在
の
よ
う
な

立
派
な
建
物
で
は
な
く
て
、
木
造

２
階
建
て
の
時
代
か
ら
の
先
生

で
、
困
難
な
仕
事
を
お
し
つ
け
ら

れ
て
も
、
上
手
に
こ
な
さ
れ
て
、

現
在
も
続
い
て
い
る
。
理
事
長
か

ら
院
長
を
要
請
さ
れ
た
が
断
り
、

当
時
の
大
阪
市
立
大
学
か
ら
、
小

児
神
経
の
権
威
者
の
服
部
英
司
博

士
、
田
中
勝
治
博
士
を
口
説
い
て

こ
ら
れ
た
。
西
宮
の
医
師
会
の
先

生
が
驚
い
て
、
西
宮
は
嬉
し
い
け

れ
ど
、
大
阪
は
大
変
だ
ろ
う
と
語

っ
て
お
ら
れ
た
。
お
二
方
は
、
頭

脳
明
晰
、
論
旨
も
明
確
、「
す
な

ご
」
の
レ
ベ
ル
向
上
に
全
力
を
そ

そ
い
で
お
ら
れ
る
。

　

多
く
の
優
秀
な
若
い
先
生
も
集

ま
っ
て
こ
ら
れ
た
。
蘆
野
先
生
は

言
葉
遣
い
も
丁
寧
で
、
理
事
長
か

ら
新
入
職
員
の
間
ま
で
上
手
く
調

整
さ
れ
、
ナ
ン
バ
ー
２
の
役
割
を

果
た
し
て
お
ら
れ
る
。
私
は
こ
の

先
生
を
拝
見
す
る
と
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
ア
ト
ラ
ス
を
思
い
出
し
て
い

る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
も
う
辞
め
て

し
ま
っ
て
名
前
も
忘
れ
た
職
員

が
、
蘆
野
先
生
が
詰
所
に
来
ら
れ

る
と
胸
が
キ
ュ
ン
と
な
る
と
話
し

て
お
ら
れ
る
会
話
を
小
耳
に
挟
ん

だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
初
め
て
披

露
し
て
い
る
。

　

服
部
理
事
長
、
田
中
院
長
、
蘆

野
副
院
長
の
ト
リ
オ
で
現
在
の
困

難
な
医
療
関
係
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
と
信
じ
て
い
る
。
ナ
ン
バ
ー
２

の
期
待
は
大
き
い
。

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
病気やケガによる休業も安心

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

サイバープロテクター保険
サイバー攻撃への備えに

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

ドクターに最適を提供します
春の共済募集　　
６月末締切迫る！

受
動
的
煽
動

（
電
波
・
放
送
）の
恐
怖（
下
）

明
石
市　
　

永
本　
　

浩
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－753－ 神戸掖済会病院　救急科・総合診療科部長 馬屋原　拓先生講演

新型コロナ感染症
場末の救急病院奮闘記

はじめに
　神戸掖済会病院は神戸市垂水区に
ある病床数325床の病院です。救急
車は年間4500台超、手術は年間2500
件超とまずまず頑張っています。一
方で手術支援ロボットは導入されて
おらず、2017年には産婦人科と小児
科を閉鎖して地域包括ケア病棟を開
設するなど、急性期バリバリの総合
病院ではない、いわば場末の、穏当
な言葉をつかうなら地域密着型の二
次救急病院です。
　新型コロナ禍は社会に大きなイン
パクトを残す災厄でしたが、どの場
所からみるかによってみえる景色が
かなり違った出来事でもあったと思
います。本稿では神戸掖済会病院か
らみた新型コロナ禍を振り返ってみ
ます。

第１波
　2020年の春に新型コロナ禍がはじ
まりました。当院では救急外来のあ
る１階を発熱患者診察ゾーンとし、
２階にある一般外来には発熱患者を
入れない方針をとりました。それま
で面談室や授乳室として使われてい
た１階の個室三つに加え病院敷地内
にプレハブを二つ設置し、最終的に
はさらに救急外来の面積を２倍に拡
充して発熱患者の隔離スペースを確
保しました。
　2020年３～６月の第１波では院内
でPCR検査ができず、保健所に依頼
する必要がありました。しかし保健
所がPCR検査を受けつけてくれるの
は濃厚接触者、帰国者および胸部
CTで新型コロナ肺炎が疑われる症
例のみで、検査を受けること自体が
非常に難しい状況でした。
　当時の記録を振り返ると、第１波
の約２カ月間で発熱外来の受診患者
数は200人ほど、そのうちPCR検査
にたどり着けたのは40人ほどで、陽
性確定者はわずかに２人でした。感
染者は非常に少なく、一方で社会に
は膨大な陰性確認のニーズがあっ
て、診断能力の欠如からそのニーズ
にまったく対応できなかったのが第
１波でした。

第３波～第４波
　2021年１～２月の第３波ではじめ
ていわゆる医療崩壊が起きました。
地域の新型コロナ病床はつねに満床

で、ホテル療養中の患者が急変し呼
吸状態が悪化しても受け入れ先は見
つかりません。当院は中等症対応病
院で重症化した症例は重症対応病院
に転送する手筈でしたが、実際には
重症対応病院はつねに満床で、人工
呼吸管理になっても転送はできませ
んでした。一時は新型コロナ病棟10
病床中４病床の患者が人工呼吸管理
となり、それを契機に当院も第４波
以降は重症対応病院として診療にあ
たりました。
　新型コロナ病棟の入院患者は第３
波までは80代以上の高齢者や施設入
居者が多かったのですが、第４波で
は全員が70代以下の重症患者となり
ました。入院できない新型コロナ患
者が病院外にあふれ、施設や在宅で
往診医により酸素投与、ステロイド
投与を受けてなんとかしのぐ状況で
した。行政により隔離解除の要件が
緩和され、当院はポストコロナ病棟
という名の事実上の第２新型コロナ
病棟をつくり、隔離解除した患者を
次々ポストコロナ病棟に移すことで
新型コロナ患者の受け入れを続けま
した。自宅で一定期間しのいだ重症
症例を保健所が隔離解除宣言し、直
接当院ポストコロナ病棟で受け入れ
ることも多々ありました。自宅で酸
素８L（最大流量５Lの酸素濃縮装
置を二つ使用したのだそうです）で
10日間しのぎきり、当院搬送でポス
トコロナ病棟に入院、無事に治癒さ
れた若い患者さんが印象に残ってい
ます。患者さんはもちろんですが、
保健所、往診医や訪問看護師、在宅
酸素関連会社の皆さんの獅子奮迅の
頑張りに心を打たれました。

第５波以降
　第５波でデルタ株、第６波でオミ
クロン株が主体になるにつれ新型コ
ロナは急速に死なない病気となり、
第６波、第７波では肺炎の患者さん
を診る機会自体が激減しました。一
方で感染の波が拡大するたびに医療
崩壊は繰り返され、ピーク時には毎
日10件以上、遠隔地（西宮方面や姫
路方面）からの救急受け入れ要請が
ありました。
　第６波以降の医療崩壊の特徴は新
型コロナ病床だけでなく一般病床も
不足したことで、当院も午前中に全
ての病床が埋まり午後は機能停止す
る日が続きました。一般病床の不足

にはいくつかの要因がありました。
まずはコロナ、非コロナ問わず地域
の入院需要が激増したこと。感染の
波が来るたびに公的病院が一般病床
を減らしてコロナ病棟を拡充したこ
と。新型コロナの可能性がある発熱
患者を受け入れるためには、基本的
に新型コロナ病床と一般病床の両方
の空床が必要であること。そして家
庭、施設、療養型病院でクラスター
が多発し、急性期治療が終わっても
退院先がない状況が頻発したこと。
これらが相まって第６波以降も医療
崩壊が繰り返されました。第６波以
降は、新型コロナを厳格に隔離する
ことのデメリットがメリットをはる
かに上回っていたと感じます。
　2022年９月に全数届出が終了し、
第８波では届出不要で公的にはカウ
ントされない多数の感染者が発生し
ました。第６波以降あまりみなかっ
た新型コロナ肺炎の入院症例が増え
ましたが、第５波までと違いほぼ全
例が人工呼吸管理を必要とせず生存
退院となりました。また第８波の肺
炎症例のほとんどがワクチン未接種
で、あらためてワクチンの効果を実
感しました。

既感染率の比較
　第８波までを通じて当院で入院し
た新型コロナ症例は約600例、外来
と入院あわせて1万7000件余の新型
コロナ検査をおこない、そのうち陽
性となったのは3400件ほどでした。
図１は全国、神戸市そして神戸掖済
会病院職員の新型コロナ既感染率の
推移を月毎にパーセンテージで示し
たものです。全期間で神戸市の既感

染率は全国の既感染率よりやや高い
こと、2022年９月以前は神戸市の既
感染率と当院職員の既感染率に大き
な差がないことが読み取れます。
2022年９月に全数把握が終了した以
降、神戸市と当院職員のみかけ上の
既感染率は乖離していきますが、お
そらく現在も神戸市と当院職員の真
の既感染率に大きな差はないはず
で、現在の神戸市および全国の既感
染率はすでに50％を大幅に上回って
いるのでしょう。

地域の皆さんとスクラム組んで
役割果たしたい
　以上、神戸掖済会病院からみた新
型コロナ禍を振り返りました。社会
もしくは国民の立場からみた場合、
新型コロナ禍にたいする私たち医療
サイドの対応は残念ながらまったく
不十分で不完全であったと思いま
す。次のパンデミックが起きた場合
にどう対応するべきか、行政レベル
もふくめて反省し対策していく必要
があるでしょう。その一方で今回の
新型コロナ禍を通じて、大きな課題
に直面した際に医療機関ごとではな
く地域全体で向き合い解決してい
く、その下地が醸成されたという収
穫があったと感じています。
　次のパンデミックがいつ来るのか
はわかりませんが、多死社会という
大きな困難は目前です。その中で神
戸掖済会病院は場末の、もとい地域
密着型の二次救急病院として、地域
の皆さんとスクラムを組んで、自分
たちの役割をしっかりと果たしてい
きたいと考えています。
 （４月１日、神戸支部研究会より）
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図１　新型コロナ既感染率の推移

第32回日常診療経験交流会

メインテーマ「それぞれが思い描いたコロナとその先」

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで
オンラインによる参加お申し込みは、https://bit.ly/3nRjrjv
または右の二次元コードから。来場お申し込みは、☎078－393－1807まで

日　時　10月29日（日）10時～（分科会は午前のみを予定）
会　場　協会会議室
テーマ　 メインテーマ関連、日常診療・介護、在宅・地域医療、病診・

診診連携、医科・歯科・薬科の連携・工夫など
発表方法　１演題10分（別途、質疑応答）
応募締切　７月28日（金）まで

分科会演題募集分科会演題募集
国際部研究会のご案内

日本政府の誤った移民・入国管理政策と外国人差別
日　時　７月８日（土）17時～18時30分
会　場　協会会議室＋Web配信
講　師　 鳥井　一平氏（特定非営利活動法人　移住者と連帯する全

国ネットワーク共同代表理事）
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

「北播支部」市民公開講座
テーマ  地域から考える「食の安全保障」
日 時  7月22日（土） 午後2時～
会 場   小野市うるおい交流館エクラ市民交流ホール

（オンライン併用）
講 師   東京大学大学院教授 鈴木 宣弘先生

「淡路支部」保険請求講座＆情報交換会（医科入院外）
日 時  8月5日（土） 午後3時～
会 場   洲本市健康福祉会館
定 員  20人
参加費  無料

九条の会・兵庫県医師の会　市民公開企画
映画「教育と愛国」上映会＆斉加監督トーク
日 時  8月27日（日） 午後2時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
参加費  無料

「尼崎支部」支部総会・市民公開講演会
テーマ  脳卒中‼ どう防ぐ？ どう治す？
日 時  7月29日（土） 午後3時～
会 場   尼崎市中小企業センター402会議室
講 師   尼崎市・つだ内科 脳神経内科院長 津田 健吉先生

「北摂・丹波支部」支部総会記念講演会
テーマ  オンライン資格確認から始まる医療DX
日 時  7月29日（土）  午後6時～
会 場   三田市・キッピーモール6階講座室
講 師   （要請中）

「北摂・丹波支部」市民公開企画
「気候戦士－クライメート・ウォーリアーズ－」 
上映会＆学習会
日 時  8月6日（日） 午後1時15分～
会 場   三田市・キッピーモール6階多目的ホール
参加費  無料

7
月
の
診
内
研

第599回診療内容向上研究会

臨床推論におけるキーフレーズと
ミミッカー
日 時  7月22日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
　　　 ※講師は来場せず現地からZoomによる講演となります。
講 師   京都大学大学院医学研究科 医療経済学分野 博士課程 長野 広之先生
来場定員   40人

※  新型コロナウイルス感染拡大防止のため必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

無 料

申し込み 右のURLまたはQRコードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://onl.sc/zXApJCj 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

歯科定例研究会
テーマ  CTデータから考える埋伏智歯の診断、治療、管理
日 時  8月20日（日） 午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   福岡県・やましろ歯科口腔外科院長 山城 崇裕先生

歯科の行事 「神戸支部」接遇研修会
テーマ  これだけは押さえたい患者接遇の基本 

－クレーム対応も含めて－
日 時  7月8日（土） 午後2時30分～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   社会保険労務士、株式会社マザーリーフ代表取締役

榊原 陽子氏
定 員  50人
参加費  1,000円（受講証を発行）

県下各地の行事

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  7月11日（火） 午後8時30分～
会 場    （リモートミーティング）
話題提供  粟田 哲司先生

今後の研究会・行事予定

「第600回」
テーマ  ステロイド内服の副作用と効果－実体験も交えて－
日 時  8月19日（土） 午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   大阪公立大学大学院皮膚病態学教授 鶴田 大輔先生
来場定員  40人

診療内容向上研究会

医院経営研究会　第433回例会
テーマ  消費税の仕組みとインボイス制度
日 時  8月26日（土） 午後2時30分～
会 場   兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   協会税務講師団 田口 智弘税理士
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

薬科部　研究会
テーマ  脳卒中・認知症に「てんかん」を合併したときに考える

こと－抗てんかん薬服用中の一般診療上の注意点－
日 時  8月5日（土） 午後4時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   新須磨病院脳神経外科部長 近藤 威先生
来場定員  40人　参加費  1,000円（会員無料）

その他 研究会・セミナー

臨床推論は掴みどころのないプロセスですが、本講演ではキーフ
レーズとミミッカーという切り口を扱います。キーフレーズとは
「鑑別を絞るために適切に表現されたProblem」を指します。
病歴、身体所見、ラボデータといった情報を正しく医学言語化
し、鑑別が絞りやすいように上手く選択し組み合わせることでキ
ーフレーズを作成します。この作業を行うことで効率よく鑑別診
断を絞り込むことができます。ミミッカーは直観的な診断と分析
的な診断を上手く組み合わせる方法です。診断を診療中に俯瞰的
に見直すのは難しく、始めに思いついた診断から離れられない経
験は誰でもしたことがあるのではないでしょうか。しかし始めに
直観的に思いついた診断にはバイアスがかかっていることが多い
です。そこで直観的な診断のミミッカーとなる疾患を考えること
で労力少なく鑑別の漏れを減らすことができます。本講演の内容
が皆様の臨床推論の一助になれば幸いです。 【長野 記】

第432回 医院経営研究会

パソコン記帳講座
「弥生会計」を実際に
使ってみよう！

078-393-1820FAXお申し込み

日 時  7月22日（土）　午後2時30分～6時30分
会 場  神戸市産業振興センター８階 ソフトウェア研修室
講 師   協会税務講師団 田中 雄司税理士 

 PCインストラクター 花房 孝英氏
定 員   15人（先着順）
参加費  7,000円（医経研会員はPC使用料1,000円）

入会随時受付

無 料

会 員

お申し込みは

Zoomによる視聴希望の方 ysng@doc-net.or.jp 事務局・吉永宛

078-393-1802FAX

歯科定例研究会

お家に行こう！
～訪問診療ことはじめ～
日 時  7月2日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   日本歯科大学教授 口腔リハビリテーション多摩クリニック 院長  菊谷 武先生
来場定員   80人
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兵庫県保険医協会
申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

これからの研究会・行事のご案内

薬科部研究会

無 料

会 員

がん疼痛への
オピオイド鎮痛薬の使い分け
日 時  7月29日（土）　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師  神戸大学医学部附属病院 緩和支持治療科 特命教授 山口 崇先生
来場定員   40人

※ 必ず事前にお申し込みいただき、キャンセルもご連絡をお願いします。

参加費  1,000円

疼痛はがん患者の身体症状の代表的なもののひとつである。がん疼痛の
良好なコントロールは進行がん患者のQOL維持・向上に直結するた
め、がん疼痛緩和は緩和ケアの重要な役割の最たるものである。オピオ
イド鎮痛薬はがん疼痛に対する治療の中心を担う薬剤である。本邦にお
いても多種のオピオイド鎮痛薬が上梓され、治療選択肢が広がった一方
で、各薬剤それぞれの特徴の違いを理解し、適切な薬剤選択を行うこと
が質の高いがん疼痛治療のためには求められるようになっている。
本講演では、代表的なオピオイド鎮痛薬の特徴をレビューし、臨床上の
プロファイルの違いを意識しながら各薬剤を適切に使い分けるための基
礎的な知識を共有したい。 【山口 記】

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://onl.sc/4gnhvQE

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://onl.la/9Qbcsuh 

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

日 時  7月23日（日）　午前10時～午後3時 ※昼食休憩あり
会 場  アスピアあかし 7階701学習室（オンライン併用）
プログラム  保険診療、窓口業務、 

診療報酬・レセプト解説ほか
定 員  来場参加…40人／Zoom参加…100人
参加費   7,000円（テキスト・資料代含む）

保険請求事務講習会

保険請求事務講習会
（医科診療所・初級）

078-393-1802FAX

医科 ☎078-393-1817 杉本／歯科 ☎078-393-1809 本田まで
お申し込み・お問い合わせは

お申し込み

新規開業医研究会

最低限知っておくべき新規指導対策、
保険請求、税務経営の基礎知識

日 時  7月23日（日）　午前10時～午後5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
参加費   5,000円（昼食・資料代含む）

（午前） ［１］新規個別指導対策　［２］保険診療と保険請求の要点

（午後） ［３］新規開業に必要な税務の知識　［４］開業時の労務
テーマ

勤務医のための開業実現セミナー

理想を実現する新規開業
日 時  7月8日（土）　午後2時30分～6時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
参加費  会員 2,000円　　会員外 6,000円

第1部
2時30分～

○私の開業体験　開業医の診療と経営の実際
　西宮市・さかお内科・消化器内科 院長　坂尾 将幸先生

①開業コンセプトの策定と開業地選定のポイント
　（株）日本医業総研コンサルティング部 副部長　山下 明宏氏
②開業資金の作り方と経営が立ち上がるまでの収支
　日本経営ウィル税理士法人 医療事業部 次長　小松 裕介氏

第2部
3時40分～

078-393-1817 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

女性医師・歯科医師の会 研究会

認知症の周辺症状について
日 時  7月6日（木）　午後6時30分～8時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師  兵庫県立ひょうごこころの医療センター 精神科 小田 陽彦先生

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://onl.la/eLh7ruw

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

無 料
国際部研究会

日本政府の誤った移民・入国管理
政策と外国人差別
日 時  7月8日（土）　午後5時～6時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   特定非営利活動法人 移住者と連帯する全国ネットワーク 

  共同代表理事 鳥井 一平氏
来場定員   20人

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://bit.ly/3nRjrjv

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

協
会

共
済

度
制

の

共済制度 春の募集共済制度 春の募集

●積立年金DefLの新規加入受付は春のみ！

６月末締切迫る！６月末締切迫る！

お問い合わせは
共済部まで ☎078－393－1805


